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学校運営の状況

要改善

課題がある

良い

非常に良い
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○評 価 者 ：学 校 評 議員  

  松 井   敏 （ 社地 区 代 表区 長 ）  

宮野  和 雄（ 社 地 区老 人 ク ラブ 代 表 ）  

  繁 田  知 宏 （ 学識 経 験 者： 元 小 学校 校 長 ）  

  荒 木  郁 子 （ 学識 経 験 者： 元 教 育委 員 ）  

加古 智 恵 子（ 学 識 経験 者 ： 元小 学 校 主幹 教 諭 ）  

  江 頭 こず 恵 （ 本校 Ｐ Ｔ Ａ会 長 ）  

 

１  学 校 運営 の 状 況  

①  開か れ た 学校 づ く り                    ３／４  

（学 校 オ ープ ン 等 の実 施 状 況や 情 報 提供 、 学 校行 事 等 の状 況 ）    

②  生徒 指 導 の状 況                      ３．３／４  

（子 ど も の社 会 性 等の 育 成 や子 ど も 理解 、 子 ども の 生 活の 様 子 ）    

③  危機 管 理 体制 の 状 況 （ 不 審 者対 応 、 けが の 防 止、 防 災 等）   ３．３／４  

④  子 ど も た ち の 学 習 の 様 子                 ３．２／４                       

⑤  職員 の 授 業の 様 子 ・工 夫 の 状況 、 意 欲・ 資 質         ３．５／４  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪学 校 運 営等 に つ いて の コ メン ト ≫  

〇コ ロ ナ 禍の 中 、 開か れ た 学校 づ く りに 関 し ては 、 難 しい と こ ろが あ っ たと 思

う 。学 校 オ ープ ン が 中止 に な った り 、 行事 も 人 数制 限 が あっ た り と地 域 への

発 信が な か なか で き にく か っ たと 思 う 。そ ん な 中、 ご り ょう が 丘 フェ ス ティ

バル が 行 えた こ と は、 子 ど もた ち に とっ て よ かっ た 。  

○コ ロ ナ 禍で あ っ ても 高 い 目標 値 の まま 、厳し い 評 価を して い る ので は な いか 。 

○互 恵 的 な学 習 文 化の 評 価 が 2 . 2 と 低い が 、 これ も 難 しい と 感 じた 。 こ れま で

思 って も み なか っ た 「人 と 関 わり 合 う こと が ダ メ」 と い う学 習 形 態で 、 密に

な らず に ど う教 え 合 った り 深 め合 っ た りす る 学 習が で き るか 、 工 夫し て いか

なく て は いけ な い のだ な と 思っ た 。  



○Ｉ Ｃ Ｔ 機器 を 活 用し た り 、子 ど も たち が タ ブレ ッ ト を使 い こ なし た り 、 教 育

の世 界 も 随分 一 年 で変 化 し たの だ と 感じ た 。  

〇「 学 校 の新 し い 生活 様 式 」の 導 入 とい う こ とで 、 教 育現 場 の 大変 さ は 想像 以

上 のも の が あっ た と 思わ れ る 。コ ロ ナ 感染 か ら 子ど も た ちを 守 る こと に エネ

ルギ ー の 大半 を 注 がれ た こ とだ ろ う。昨年 の 自 己評 価 に 比べ る と、今 年 度は 、

各 項目 で や や低 め の 評価 に な って も 仕 方が な い 。と は い え、 毎 年 の自 己 評価

は 、成 果 と 課題 を は っき り さ せる た め のも の 。 教師 一 人 一人 が 自 己の 具 体的

課題 と 真 摯に 向 き 合え る も ので あ っ てほ し い 。  

〇最 小 限 のオ ー プ ンス ク ー ル、 行 事 しか 行 わ れず 、 学 校に 行 く 機会 も 少 なく 、

子ど も た ちの 様 子 がよ く わ から な か った 。学 校か ら は、学校 便 り 、学 年 便 り 、

そ の他 の 便 りが 送 ら れて く る こと も な く、 情 報 量が 極 端 に少 な く 、学 校 のこ

とを 把 握 でき に く かっ た 。  

〇加 東 市 は、 新 型 コロ ナ ウ イル ス を はじ め と する 感 染 症の 患 者 や家 族 、 病院 関

係 者へ の 人 権を 擁 護 する 条 例 を制 定 し た。 人 権 教育 の 授 業で 、 ぜ ひコ ロ ナ感

染 者や 病 院 関係 者 へ の差 別 問 題を 取 り 上げ て 子 ども た ち にし っ か り伝 え てほ

しい 。  

〇防 災 無 線の 学 校 から の お 知ら せ が わか り や すく 大 変 よい 。 学 校を 訪 問 して 、

児 童、 教 職 員の 雰 囲 気が よ く 、こ れ だ けで も 学 校運 営 が 適切 に 行 われ て いる

こと が 感 じ取 れ る 。  

〇コ ロ ナ 騒動 が 広 がる 中 で の学 校 経 営は 、 本 当に 大 変 だっ た 。 職員 、 Ｐ ＴＡ 皆

様の ご 尽 力に 感 謝 して い る 。  

○今 年 度 は、 何 を する に し ても コ ロ ナ対 策 が 第一 で 本 当に 先 生 方も 大 変 だっ た

と 思う 。 そ んな 中 で 子ど も た ちが 楽 し める こ と を一 番 に 考え ら れ て、 い ろん

な行 事 を して い た だけ て 、 本当 に 感 謝し て い る。  

 

 

２  教 育 環境  

①  内掲示等の教育環境の状況                 ３．１／４  

②  美化 ・ 清 掃                        ３．８／４  
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教育環境 美化・清掃

教育環境の状況

要改善

課題がある

良い

非常に良い



≪教 育 環 境等 に つ いて の コ メン ト ≫  

 

○コ ロ ナ 禍の 中 で の学 習 環 境の 維 持 には 、 大 変ご 苦 労 があ っ た こと と 思 う。 先

生 方の 努 力 と子 ど も たち へ の 徹底 し た 指導 で 、 一年 間 無 事に 学 校 生活 が 送れ

たこ と を 本当 に よ かっ た と 思う 。  

○手 作 り ・手 書 き の掲 示 物 等、 い つ も楽 し み にし て い る。  

○校 舎 内 が少 し 暗 く感 じ ら れる が 、 教育 環 境 はよ く 整 えら れ て いる 。  

○大 変 な 一年 だ っ たが 、 社 小へ 行 か せて い た だい た 時 や普 段 の 通学 の 時 の 子 ど

もた ち の 変わ ら な い元 気 な 姿を 見 る こと が で きう れ し く思 っ た 。  

○先 生 方 、本 当 に お疲 れ 様 です 。 本 当に 早 く 終息 し て 元の よ う な学 校 生 活が 送

れる 日 が 来る こ と を願 っ て い ま す 。  

○掲 示 物 は、 非 常 に見 や す く目 に つ きや す い 位置 に 掲 示し て あ るの で よ い。 た

だ 、何 年 も 前の 児 童 の習 字 が 掲示 し た まま だ っ たり す る で、 入 れ 替え て いた

だい て も いい か な と思 う 。  

○「 ト イ レの ス リ ッパ を そ ろえ る 取 組を キ ャ ンペ ー ン 的に す る 」と の こ と。 よ

い詩 が あ るの で ご 参考 ま で 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 は き も のを そ ろ える と 心 もそ ろ う    

 心 が そ ろう と は きも の も そろ う  

 ぬ ぐ と きに そ ろ えて お く と  

 は く と きに 心 が みだ れ な い。  

 だ れ か がみ だ し てお い た ら  

 だ ま っ てそ っ と そろ え て おい て あ げよ う  

 そ う す れば き っ と  

 世 界 中 の人 の 心 もそ ろ う でし ょ う  

            長野 県 円 福寺   藤本 幸 邦  


